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問 題 
 視覚は，人間にとって外界を認知し，最も多くの情

報を得ることの出来る感覚モダリティである。視覚刺

激は一定の波長範囲にある光エネルギーであり，いわ

ゆる可視光が外界情報を我々に知覚させている。外界

は3次元の空間であるが，私達は２次元の網膜像を元

にそれを認識するしかない。しかし，２次元情報から

３次元情報を復元することは数学的には不可能なこと

と言われている。そのため，脳は様々な手がかりを使

用し，対象や空間の３次元性を認識する。右眼，左眼

によって生まれる視差，すなわち両眼視差は，脳が空

間の３次元性を知覚したり，それに基づいて立体を認

知するのに極めて有効な手がかりである。また，視差

を含む映像を両眼に与えることで，平面画像を立体的

に知覚することもできるのである。これを応用すれば，

２枚の平面写真を使って立体を知覚させる映像システ

ムを作ることができる。 
目 的 

本研究では，まず，２台のモニターとハーフミラー

を使用した立体映像システムを開発する。また，その

システムを使用して画像を平面または立体で呈示し，

その記憶成績に差異がみられるか検証する。 
方 法 

 実験参加者 比治山大学に在籍する学生 12 名（男

性4名，女性8名）が本実験に参加した。 
 装置 ２台の 17 インチ液晶モニター（Mitsubishi 
RDT1713V）と，650ｍｍ×380ｍｍ，厚さ6ｍｍのハ

ーフミラーを使用して立体映像システムを開発した。

システムは 500mm×500mm の板２枚をディスプレ

イの側板に使用，L 字金具を側版に設置，２つ目のモ

ニターをL字金具上に設置した。垂直に設置したディ

スプレイ上にもう１つのディスプレイを伏せて設置し，

２つのディスプレイの間に 45 度に傾けたハーフミラ

ーを設置することで，光学的に２つのディスプレイを

１つであるかのように合成することができる（図１）。

使用したディスプレイは斜め 45 度の偏光フィルタを

表面にもつタイプであるため，上方のディスプレイの

画面は，鏡映によって偏光軸が 90 度反転する。した

がって，偏光メガネを用いて左眼と右眼に異なる映像

を分離呈示することが可能であり，それによって，立

体の知覚を生じさせることができる。 
 手続き 実験では，刺激画像 72 枚を参加者に呈示

して記憶してもらった後，残りの 72 枚を追加し，計

144 枚で再認テストを行った。なお，刺激の半数は視

差をもった画像を使用して立体呈示したが，残りの半

数は視差をもたない画像を使用して平面呈示した。 

 
図１ ハーフミラー式立体映像システム 

結 果 

実験で得られたデータに対し，まず，平面呈示と立

体呈示で記憶成績に違いが認められるかどうかを検討

するためにｔ検定を行った。その結果，立体呈示の正

答率（88.8％）は，平面呈示の正答率（82.6％）より

も有意に高いことが示された（t(11) = 2.64, p < .05）。 
 次に，呈示方法によってエラーに違いがあるかを検

討するために，呈示方法（２水準：平面，立体）×エ

ラーの種類（２水準：フォルスアラーム，ミス）の２

要因分散分析を行った。分析の結果，呈示方法の効果

が有意で（F(1,11) = 7.64, p < .05），立体呈示の方が平

面呈示よりもエラーが少なかったことがわかった。ま

た，エラーの種別が有意で（F(1,11) = 7.26, p < .05），
フォルスアラームよりもミスの方がエラーが多かった。

さらに，呈示方法×エラーの種類の交互作用の傾向が

認められた（F(1,11) = 4.16, p = .07）。下位検定を行っ

たところ，フォルスアラームについては呈示方法によ

ってエラー率の違いはなかったが（F(1,22) = 0.74, ns），
ミスについては，平面呈示では多かったのに対して立

体呈示では少なかったことがわかった（F(1,22) = 
11.77, p < .005）。このことから，見たものに対して見

ていないと判断する場合（ミス）の方が，見ていない
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ものを誤って見たと判断する場合（フォルスアラーム）

より間違える確率が高いことが分かった。また，立体

呈示はミスに対して有効であることが示された。 
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図２ エラーの種類と呈示方法の効果 

考  察  

 まず，結果にもあるように，立体呈示の正答率

(88.8％)は平面呈示の正答率(82.6％)より有意に高か

った。またエラーの種類によって呈示方法の効果があ

るか否か調べた分散分析の結果でも，立体呈示の方が

平面呈示よりエラーが少ないことがわかった。このこ

とから，映像を平面で呈示するよりも立体で呈示する

ほうが記憶に残りやすいという効果を確認することが

できた。 
 平面よりも立体の方が記憶に残りやすい理由として，

立体画像の方が平面よりも情報量が豊富であるため，

それによって記憶成績が向上した可能性が考えられる。

また，画像が立体で呈示される方が，平面よりもリア

リティがあり，我々は興味を抱くと考えられる。した

がって，立体画像の記憶優位性は，被験者が立体画像

により多くの注意を注いだからかもしれない。 
 しかし，エラーに対する２要因分散分析の結果によ

れば，立体呈示は，見た映像を誤って見ていないと判

断するミスに対しては有効であったが，見ていない画

像を誤って見たと判断するフォルスアラームに対して

は効果をもたなかった。立体呈示の効果が，単に情報

量や注意の喚起の程度によるのであれば，その効果は

フォルスアラームについても減少させる働きをもつで

あろう。本研究の結果において，立体呈示がミスの減

少にのみ影響したことは，立体で写真を観察するとい

う行為が，再認記憶課題全体（記憶時－テスト時）に

おいて有効であるわけではなく，記憶時のみに有効で

あったことを意味する。 
このことから，この立体システムは，人が映像を記

憶するときに，それを強く印象づける働きをもつので

はないかと推測される。それに対し，立体情報はテス

ト時に要求されるような，記憶の検索過程を促進はし

ないようである。 
人は画像に対する記憶力は優れていて，個人差はあ

るが600枚以上にも及ぶ写真を比較的短時間で記憶で

きるといわれている（Shepard, 1967）。また，画像記

憶は言語材料の記憶よりも長時間持続することもわか

っている。このような画像記憶の優位性は，視聴覚教

育の応用可能性や，日常における視覚呈示の重要性を

示唆するものである。本研究では，立体で画像を呈示

することが，画像記憶の成績を一層促進することが明

らかとなった。また，その促進効果は，画像の記憶時

に影響していることが確認された。 
日常の社会的場面では，人に画像を呈示しわかりや

すく説明したり，それを記憶に留める必要があったり

する場合がある。たとえば，ある商品について，その

写真を見せてお客に説明する場合などである。本研究

の結果は，雑誌やカタログで提供されるような商品の

情報を，写真で平面画像として呈示するよりも，立体

で呈示すれば，より記憶に印象強く残ることを示唆し

ている。よって，本研究で開発した立体システムは，

商品展示などといった用途に応用していけるものでは

ないかと考えられる。 
本研究ではインターネット上で公開されているステ

レオ写真を刺激として使用したが，個人で作られてい

るためか，写真ごとに視差の強弱の幅が広く，写真に

よっては視差が強すぎるため，かえって見づらいもの

もあれば，視差が弱すぎて，どの部分が立体的になっ

ているのか分かりにくいものもあった。また，写真ご

とに印象の強いものと弱いものとでバラつきがあった。

これらの点は，本研究において今後統制すべき問題点

といえる。 
最後に，本実験を進めていく中で，実験を楽しかっ

たと答えた被験者が大半を占めていた。奥行きや高低

差，錯覚は人の興味を引き出し，より強い視覚情報に

よる印象を残すことから，知覚した人に楽しさを喚起

させるのではないだろうか。両眼立体視は，人間が視

覚に頼った生活を送ってきた為に，発見され，今日で

は娯楽の一つのように日々の生活に浸透している。立

体視はこれからも様々な場面において私たちの眼を楽

しませてくれるだろう。 
引用文献 

Shepard, R. N. (1967). Recognition memory for wor
ds, sentencers, and pictures. Journal of Verbal 
Learning and Verbal Behavior, 6, 156-163. 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


